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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期
第２四半期
連結累計期間

第62期
第２四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
自2018年４月１日
至2018年９月30日

自2019年４月１日
至2019年９月30日

自2018年４月１日
至2019年３月31日

売上高 （百万円） 25,761 25,575 51,306

経常利益 （百万円） 1,227 1,191 2,488

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（百万円） 805 787 1,649

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 821 741 1,443

純資産額 （百万円） 24,159 25,233 24,624

総資産額 （百万円） 37,931 38,163 38,149

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 77.37 75.57 158.43

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 63.7 66.1 64.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 684 1,007 4,005

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △244 △493 △703

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △152 △182 △310

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 8,903 11,914 11,594

 

回次
第61期
第２四半期
連結会計期間

第62期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2018年７月１日
至2018年９月30日

自2019年７月１日
至2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 45.95 46.24

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．株主資本において自己株式として計上されている「従業員向け株式交付信託」及び「役員向け株式交付信

託」に残存する自社の株式は、１株当たり四半期（当期）純利益の算定上、期中平均株式数の計算において

控除する自己株式に含めております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間（2019年４月１日～2019年９月30日）におけるわが国経済は、全体として緩やかな回

復基調にあるものの、消費者マインドは弱含みで推移しており、海外経済の不確実性、金融資本市場の変動の影響に

留意する必要があり、依然として先行き不透明な状況で推移しております。

当社グループは、国内市場における超高齢化、世帯人数の減少、共働き世帯の増加、人口減、社会の成熟化に伴う

ニーズの多様化に加え、デジタルテクノロジーの進展、ミレニアル世代等の新たな消費者層の拡大、アジアの成長や

経済のグローバル化等、国内外の事業環境が大きく複雑に変化するなか、新価値創造による強い企業成長を目指すた

め2019年度から2023年度までの５ヵ年の中期経営計画「Unique 2023 ～エバラらしさの追究～」を策定しました。基

本とする戦略方針を「コア事業による収益強化と戦略事業の基盤確立」「“エバラらしく＆面白い”ブランドへの成

長」と定め、企業成長に向けたチャレンジを継続し、エバラの独自性、面白さに磨きをかけて、当社グループの根幹

を支えるコア事業の収益拡大を図ってまいります。また、将来の成長ドライバーとなる戦略事業を推進し、国内外で

新たな需要、市場を開拓することで、事業規模の拡大とエバラブランドの浸透を図ってまいります。「Unique

2023」の第１フェーズ（2019～20年度）におきましては、事業基盤の整備強化やコミュニケーションの進化を通じた

多様な価値創造を推進し、『黄金の味』の売上伸長、ポーション調味料の市場拡大、業務用事業の収益力強化及び戦

略事業の基盤確立に向けた取り組みの強化を進めてまいります。

当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、255億75百万円（前年同期比0.7％減）となりまし

た。主な要因としては『黄金の味』の減収に加え、『浅漬けの素』が最盛期の夏場における天候不順の影響を受け、

売上が低調に推移したことが挙げられます。一方、手ごろな価格で焼肉やさまざまな肉料理を手軽に楽しめ、普段使

いができる新定番のたれとして訴求した『極旨焼肉のたれ』が売上を伸ばしております。トップブランドである『黄

金の味』の豊富な容量バリエーションと合わせ、エリアの特性やニーズに応じた商品ラインアップを展開して露出を

高めたことで、第２四半期（７月～９月）における肉まわり調味料群全体の売上は堅調に推移しております。また、

鍋物調味料群における『プチッと鍋』や『すき焼のたれ』が引き続き売上を伸ばしたほか、リニューアルを行った

『プチッとうどん』や既存顧客の取引を拡大した物流事業は前年同期を上回る水準で推移しております。利益面につ

きましては、宣伝費の減少等により販管費率が前年同期を下回って推移し、営業利益は11億61百万円（前年同期比

0.9％増）、経常利益につきましては、為替差損を計上したことにより11億91百万円（前年同期比2.9％減）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は７億87百万円（前年同期比2.2％減）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

＜食品事業＞

　家庭用商品は前年同期売上高を下回りました。肉まわり調味料群につきましては、『極旨焼肉のたれ』が売上を伸

ばしたものの、『黄金の味』や『おろしのたれ』が前年同期の水準に届かず、前年同期実績を下回りました。鍋物調

味料群につきましては、『プチッと鍋』が伸長したほか、春先から夏場にかけて気温が低く推移したこと等により

『すき焼のたれ』が売上を伸ばし、前年同期実績を上回りました。野菜まわり調味料群につきましては、夏場におけ

る天候不順の影響等を受け『浅漬けの素』の売上が伸び悩んだことにより、前年同期実績を下回りました。その他群

につきましては、シリーズを一新した『プチッとうどん』が引き続き好調に推移したものの、チルド商品の売上が低

調に推移した影響等により、前年同期実績を下回りました。

　業務用商品は前年同期売上高を上回りました。スープ群やその他群において国内外における特注品減少により前年

同期水準を下回ったものの、肉まわり調味料群においてコンビニエンスストア向け惣菜や外食チェーンメニューへの

採用等により売上を伸ばした結果、前年同期実績を上回りました。

以上の結果、食品事業の売上高は217億33百万円（前年同期比1.2％減）となりました。

 

＜物流事業＞

　既存顧客の保管及び輸送需要の取り込みにより継続的に取引が伸長し、取扱量が増加した結果、物流事業の売上高

は29億80百万円（前年同期比4.8％増）となりました。
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＜その他事業＞

　広告宣伝事業において、企画提案等により既存顧客との取引拡大や新規顧客開拓に努めたものの、前年同期のス

ポット受注のカバーには至らず、その他事業の売上高は８億61百万円（前年同期比6.1％減）となりました。

 

財政状態の状況は、次のとおりであります。

（資産の部）

　当第２四半期連結会計期間末の総資産額につきましては、前連結会計年度末に比べ13百万円増加（前期比0.0％

増）し、381億63百万円となりました。

　流動資産につきましては、現金及び預金の増加等により、前連結会計年度末に比べ１億83百万円増加（前期比

0.7％増）し、247億40百万円となりました。

　固定資産につきましては、有形固定資産が１億27百万円減少（前期比1.4％減）し、無形固定資産は25百万円減少

（前期比7.2％減）しました。また、投資有価証券の減少等により、投資その他の資産が15百万円減少（前期比0.4％

減）したことで、固定資産は、前連結会計年度末に比べ１億69百万円減少（前期比1.2％減）して、134億22百万円と

なりました。

 

（負債の部）

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計額につきましては、前連結会計年度末に比べ５億94百万円減少（前期比

4.4％減）し、129億30百万円となりました。

　流動負債につきましては、未払金の減少等により、前連結会計年度末に比べ７億24百万円減少（前期比7.8％減）

し、85億31百万円となりました。

　固定負債につきましては、退職給付に係る負債の増加等により、前連結会計年度末に比べ１億29百万円増加（前期

比3.0％増）し、43億98百万円となりました。

 

（純資産の部）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産額につきましては、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比べ６

億８百万円増加（前期比2.5％増）し、252億33百万円となりました。当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は

66.1％（前期末は64.5％）、１株当たり純資産額は2,414円29銭（前期末は2,364円71銭）となりました。

 

　当社グループの資金需要につきましては、今後予想される様々な経営環境の変化に対応し、さらなる発展と飛躍を

目的として、事業分野の拡大や研究及び開発体制の強化、生産設備の拡充等に、資金を活用していきたいと考えてお

ります。資金調達につきましては、グループ内の資金の一元化と低コストかつ安定的な資金確保の観点から、グルー

プファイナンスシステムを導入しております。これは、グループ内における必要な運転資金や設備資金については、

当社にて調達し、機動的かつ効率的にグループ内で配分することにより、金融費用の極小化を図っており、必要な資

金は主に営業活動によって得られるキャッシュ・フロー及び金融機関からの借り入れ等によって調達しています。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ３

億19百万円増加し、119億14百万円となりました。

　当第２四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は、10億７百万円（前年同四半期は６億84百万円の獲得）となりました。これは主

に、税金等調整前四半期純利益において11億90百万円獲得したこと等によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、４億93百万円（前年同四半期は２億44百万円の使用）となりました。これは主

に、有形固定資産の取得による支出４億18百万円等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、１億82百万円（前年同四半期は１億52百万円の使用）となりました。これは主

に、配当金の支払額２億９百万円等によるものであります。
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(3）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２億74百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　　普通株式 25,222,400

計 25,222,400

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
　（2019年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年11月14日）

 上場金融商品取引所名
 又は登録認可金融商品
 取引業協会名

内容

普通株式 10,468,710 10,468,710
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 10,468,710 10,468,710 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2019年７月１日～

2019年９月30日
－ 10,468,710 － 1,387 － 1,655
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（５）【大株主の状況】

  2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

KMST HOLDINGS株式会社 横浜市港北区篠原西町30番３号 3,497,600 33.41

エバラ食品工業株式会社

従業員持株会

横浜市西区みなとみらい４丁目４番５号

横浜アイマークプレイス
546,600 5.22

株式会社横浜銀行 横浜市西区みなとみらい３丁目１番１号 360,000 3.43

株式会社榎本武平商店 東京都江東区新大橋２丁目５番２号 230,000 2.19

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社(信託口)
東京都港区浜松町２丁目11番３号 214,400 2.04

有限会社ケイアンドケイオフィス 横浜市港北区篠原台町２番25号 180,000 1.71

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社(信託口)
東京都中央区晴海１丁目８番11号 155,092 1.48

東洋製罐グループホールディング

ス株式会社
東京都品川区東五反田２丁目18番１号 130,000 1.24

渡邉啓一 横浜市港北区 121,773 1.16

渡邉佳世子 横浜市港北区 99,300 0.94

計 － 5,534,765 52.86

（注）「日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)」が保有する155,092株には、「役員向け株式交付信

託」の信託財産として三井住友信託銀行株式会社（信託口）（再信託受託者：日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口））が保有する当社株式17,092株が含まれております。なお、当該株式は、四半期連結財務

諸表において自己株式として表示しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2019年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式  － － －

 議決権制限株式（自己株式等）  － － －

 議決権制限株式（その他）  － － －

 完全議決権株式（自己株式等）  － － －

 完全議決権株式（その他） 普通株式 10,458,400 104,584 －

 単元未満株式 普通株式 10,310 － －

 発行済株式総数  10,468,710 － －

 総株主の議決権  － 104,584 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」には、株主資本において自己株式として計上されている「役員向け株式交付信

託」に残存する自社の株式17,000株（議決権の数170個）が含まれております。

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

なお、株主資本において自己株式として計上されている「役員向け株式交付信託」に残存する自社の株式

17,000株を含めておりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

エバラ食品工業株式会社(E00514)

四半期報告書

 8/21



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,165 12,497

受取手形及び売掛金 9,531 9,204

商品及び製品 1,535 1,462

原材料及び貯蔵品 603 650

その他 723 928

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 24,557 24,740

固定資産   

有形固定資産   

土地 2,993 2,993

その他（純額） 6,079 5,952

有形固定資産合計 9,073 8,945

無形固定資産 358 333

投資その他の資産   

投資有価証券 1,932 1,888

長期貸付金 193 197

繰延税金資産 1,450 1,454

その他 607 627

貸倒引当金 △23 △23

投資その他の資産合計 4,159 4,143

固定資産合計 13,591 13,422

資産合計 38,149 38,163
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,143 5,397

短期借入金 83 83

未払金 1,846 1,378

未払法人税等 581 435

賞与引当金 327 316

株式給付引当金 58 －

役員株式給付引当金 17 5

販売促進引当金 510 565

その他 687 349

流動負債合計 9,256 8,531

固定負債   

退職給付に係る負債 3,874 4,001

資産除去債務 212 214

その他 182 182

固定負債合計 4,269 4,398

負債合計 13,525 12,930

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,387 1,387

資本剰余金 1,655 1,655

利益剰余金 21,428 22,006

自己株式 △112 △35

株主資本合計 24,358 25,013

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 373 339

為替換算調整勘定 140 115

退職給付に係る調整累計額 △248 △235

その他の包括利益累計額合計 265 219

純資産合計 24,624 25,233

負債純資産合計 38,149 38,163
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

売上高 25,761 25,575

売上原価 13,703 13,637

売上総利益 12,058 11,937

販売費及び一般管理費 ※ 10,906 ※ 10,775

営業利益 1,151 1,161

営業外収益   

受取利息 4 5

受取配当金 17 18

受取賃貸料 4 4

売電収入 28 27

持分法による投資利益 4 4

その他 37 8

営業外収益合計 95 69

営業外費用   

支払利息 2 2

賃貸収入原価 2 2

売電費用 13 12

為替差損 － 21

その他 1 0

営業外費用合計 20 39

経常利益 1,227 1,191

特別利益   

固定資産売却益 1 0

投資有価証券売却益 0 1

特別利益合計 1 1

特別損失   

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 1 2

特別損失合計 1 2

税金等調整前四半期純利益 1,226 1,190

法人税等 421 402

四半期純利益 805 787

親会社株主に帰属する四半期純利益 805 787
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

四半期純利益 805 787

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 19 △33

為替換算調整勘定 △18 △25

退職給付に係る調整額 14 12

その他の包括利益合計 15 △45

四半期包括利益 821 741

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 821 741

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,226 1,190

減価償却費 573 516

固定資産売却損益（△は益） △0 △0

固定資産除却損 1 2

投資有価証券売却損益（△は益） △0 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） 30 △11

株式給付引当金の増減額（△は減少） 6 △58

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） △1 △11

販売促進引当金の増減額（△は減少） 55 55

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 122 145

受取利息及び受取配当金 △21 △23

支払利息 2 2

持分法による投資損益（△は益） △4 △4

売上債権の増減額（△は増加） △2,461 319

たな卸資産の増減額（△は増加） 25 23

仕入債務の増減額（△は減少） 1,132 249

未払消費税等の増減額（△は減少） 202 △224

未払金の増減額（△は減少） △22 △375

その他 58 △266

小計 925 1,527

利息及び配当金の受取額 22 23

利息の支払額 △2 △2

法人税等の支払額 △260 △539

営業活動によるキャッシュ・フロー 684 1,007

投資活動によるキャッシュ・フロー   

貸付金の回収による収入 1 1

貸付けによる支出 △3 △5

定期預金の預入による支出 △12 △12

投資有価証券の売却による収入 0 3

投資有価証券の取得による支出 △4 △4

有形固定資産の売却による収入 1 0

有形固定資産の取得による支出 △132 △418

無形固定資産の取得による支出 △71 △44

その他 △23 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △244 △493

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △157 △209

自己株式の売却による収入 5 26

その他 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △152 △182

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 △12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 292 319

現金及び現金同等物の期首残高 8,610 11,594

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 8,903 ※ 11,914

 

EDINET提出書類

エバラ食品工業株式会社(E00514)

四半期報告書

14/21



【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
　　至 2018年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
　　至 2019年９月30日）

給料手当 1,624百万円 1,569百万円

退職給付費用 168 169 

減価償却費 166 161 

広告宣伝費 1,482 1,385 

拡販費 2,786 2,884 

賞与引当金繰入額 194 161 

販売促進引当金繰入額 569 564 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

　　おりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
　　至 2018年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
　　至 2019年９月30日）

現金及び預金勘定 9,462百万円 12,497百万円

預入期間３ヶ月を超える定期預金 △559 △583 

現金及び現金同等物 8,903 11,914 
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

１.配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月21日

取締役会（注）
普通株式 157 15 2018年３月31日 2018年６月４日 利益剰余金

（注）2018年５月21日取締役会の決議による配当金の総額には、「従業員向け株式交付信託」の信託財産として三

井住友信託銀行株式会社（信託Ｅ口）（再信託受託者：日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託

口））が保有する当社株式に対する配当金450,000円及び「役員向け株式交付信託」の信託財産として三井

住友信託銀行株式会社（信託口）（再信託受託者：日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託

口））が保有する当社株式に対する配当金450,000円を含めております。

 

２.基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年10月31日

取締役会（注）
普通株式 157 15 2018年９月30日 2018年12月６日 利益剰余金

（注）2018年10月31日取締役会の決議による配当金の総額には、「従業員向け株式交付信託」の信託財産として三

井住友信託銀行株式会社（信託Ｅ口）（再信託受託者：日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託

口））が保有する当社株式に対する配当金450,000円及び「役員向け株式交付信託」の信託財産として三井

住友信託銀行株式会社（信託口）（再信託受託者：日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託

口））が保有する当社株式に対する配当金381,735円を含めております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１.配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月21日

取締役会（注）
普通株式 209 20 2019年３月31日 2019年６月３日 利益剰余金

（注）2019年５月21日取締役会の決議による配当金の総額には、「従業員向け株式交付信託」の信託財産として三

井住友信託銀行株式会社（信託Ｅ口）（再信託受託者：日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託

口））が保有する当社株式に対する配当金600,000円及び「役員向け株式交付信託」の信託財産として三井

住友信託銀行株式会社（信託口）（再信託受託者：日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託

口））が保有する当社株式に対する配当金508,980円を含めております。

 

２.基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年10月31日

取締役会（注）
普通株式 188 18 2019年９月30日 2019年12月５日 利益剰余金

（注）2019年10月31日取締役会の決議による配当金の総額には、「役員向け株式交付信託」の信託財産として三井

住友信託銀行株式会社（信託口）（再信託受託者：日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託

口））が保有する当社株式に対する配当金307,656円を含めております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 食品事業 物流事業 計

売上高      

外部顧客に対する売上高 22,001 2,843 24,844 916 25,761

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

 計 22,001 2,843 24,844 916 25,761

セグメント利益 1,318 68 1,386 9 1,396

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、広告宣伝事業、人材派遣事業等

を集約しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,386

「その他」の区分の利益 9

全社費用（注） △244

四半期連結損益計算書の営業利益 1,151

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 食品事業 物流事業 計

売上高      

外部顧客に対する売上高 21,733 2,980 24,714 861 25,575

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

 計 21,733 2,980 24,714 861 25,575

セグメント利益 1,327 43 1,371 23 1,394

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、広告宣伝事業、人材派遣事業等

を集約しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,371

「その他」の区分の利益 23

全社費用（注） △232

四半期連結損益計算書の営業利益 1,161

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
　　至　2018年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
　　至　2019年９月30日）

　１株当たり四半期純利益 77円37銭 75円57銭

　（算定上の基礎）   

　親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 805 787

　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

　純利益（百万円）
805 787

　普通株式の期中平均株式数（株） 10,410,328 10,423,940

　（注）１．株主資本において自己株式として計上されている「従業員向け株式交付信託」及び「役員向け株式交付信

託」に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除す

る自己株式に含めております。なお、当第２四半期連結累計期間において、「従業員向け株式交付信託」

の期中平均株式数は22,289株（前第２四半期連結累計期間30,000株）及び「役員向け株式交付信託」の期

中平均株式数は22,474株（前第２四半期連結累計期間28,382株）であります。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　2019年10月31日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………188百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………18円

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2019年12月５日

（注）１．2019年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

２．2019年10月31日取締役会の決議による配当金の総額には、「役員向け株式交付信託」の信託財産として三井

住友信託銀行株式会社（信託口）（再信託受託者：日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託

口））が保有する当社株式に対する配当金307,656円を含めております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年11月13日

エバラ食品工業株式会社

取締役会　御中

 

三優監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 山本　公太　　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 河合　秀敏　　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエバラ食品工業

株式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エバラ食品工業株式会社及び連結子会社の2019年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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